
 

 

 

 

 

 

令和６年度（2024年度）第２回公立高等学校配置計画 

地域別検討協議会における主な意見及び道教委の考え方

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道教育庁学校教育局高校教育課

                                                  



●対面・オンライン（Zoom）の併用開催とした学区

●オンライン（Zoom）開催とした学区

空知南 10時00分 ～ 11時30分 空知合同庁舎

令和６年度（2024年度）第２回公立高等学校配置計画地域別検討協議会開催日程一覧

　・ 配置計画案において、令和９年度に定員調整を示した高校が所在する学区及び令和７～９年度に再編整備

学区 開催日 開催時間 開催場所

　  を予定している高校が所在する学区は、対面・オンラインの併用開催とし、その他の学区はオンラインで開催

7月26日(金)

胆振東 14時00分 ～ 15時30分 苫小牧市教育・福祉センター

空知北 10時00分 ～ 11時30分 砂川市地域交流センターゆう7月17日(水)

7月25日(木)

ｵﾎｰﾂｸ中 10時30分 ～ 12時00分 端野町公民館

渡　島 13時00分 ～ 14時30分 渡島合同庁舎7月29日(月)

7月30日(火)

上川南 14時00分 ～ 15時30分 上川合同庁舎7月11日(木)

石　狩

釧　路 14時00分 ～ 15時30分 釧路市生涯学習センターまなぼっと幣舞

学区 開催日 開催時間

9時30分 ～ 11時00分

7月16日(火)

7月17日(水)

胆振西

後　志 14時00分 ～ 15時30分

10時00分 ～ 11時30分

檜　山

日　高 10時00分 ～ 11時30分

10時00分 ～ 11時30分

7月25日(木)

7月16日(火)

7月11日(木)

7月31日(水)

留　萌

上川北 10時00分 ～ 11時30分

10時30分 ～ 12時00分

ｵﾎｰﾂｸ東

宗　谷 10時00分 ～ 11時30分

10時00分 ～ 11時30分

7月11日(木)

7月22日(月)

7月23日(火)

7月31日(水)

十　勝

ｵﾎｰﾂｸ西 14時00分 ～ 15時30分

14時00分 ～ 15時30分

根　室 10時00分 ～ 11時30分

7月26日(金)

7月29日(月)

7月30日(火)



参加者数一覧

小学校 中学校 高等学校 小学校 中学校 高等学校

空知南 21 6 7 12 25 1 2 1 4 1 51 4 3 58 11

空知北 18 9 12 9 30 0 5 2 7 2 57 8 3 68 19

石狩 11 1 7 39 47 0 9 4 13 0 71 4 0 75 20

後志 21 18 19 16 53 5 8 7 20 2 96 3 2 101 31

胆振西 6 6 4 11 21 3 1 2 6 1 34 2 1 37 15

胆振東 5 2 6 14 22 0 2 0 2 0 29 2 1 32 6

日高 7 6 7 7 20 3 4 4 11 1 39 3 2 44 10

渡島 11 2 9 20 31 1 1 5 7 2 51 15 4 70 11

檜山 7 5 6 4 15 0 1 1 2 24 1 4 29 11

上川南 20 7 12 24 43 0 0 1 1 1 65 4 1 70 25

上川北 9 5 6 8 19 0 0 1 1 1 30 4 0 34 14

留萌 14 8 9 5 22 4 3 3 10 1 47 1 2 50 15

宗谷 11 10 10 8 28 0 1 1 2 0 41 1 3 45 20

オホー
ツク中

18 7 7 13 27 3 4 9 16 2 63 5 3 71 12

オホー
ツク東

5 1 6 5 12 1 2 2 5 2 24 1 0 25 9

オホー
ツク西

9 5 5 5 15 2 4 2 8 2 34 1 2 37 11

十勝 24 18 18 19 55 13 10 2 25 2 106 6 1 113 31

釧路 8 4 6 13 23 2 4 5 11 3 45 7 4 56 18

根室 6 4 4 6 14 3 0 4 7 3 30 3 0 33 12

合　計 231 124 160 238 522 41 61 56 158 26 937 75 36 1,048 301

アンケー
ト

提出者
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関係者

A
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主な意見及び道教委の考え方 
 

 ■ 高校教育全体の充実 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 

 
① 高校卒業後に就職を希望する生徒が一定数いることを考

えると、教育課程の編成に当たっては、その土地の産業基盤
にも着目する必要があると思います。 

  教育関係者だけで話し合うのではなく、産業団体へも呼び
掛けを行い、「まちの活性化のため」に向け、様々な分野か
ら知恵を出し合う必要があると考えます。 

 
 

 
○ 地域の発展に主体的に参画できる人材を育成する

視点に立って、確かな学力や社会的・職業的自立に向
けた資質・能力を育成できるよう、地域の人材や自
然、産業などの教育資源を取り入れた教育活動を行
うなど、地域の特性を生かした活力と魅力のある高
校づくりに取り組みます。 

 
○ 各高校においても、地元市町村や企業等と連携し、

地域課題の解決等に取り組む学習活動を推進するな
ど、生徒や保護者にとっても一層魅力ある高校づく
りに努めます。 

 
○ また、地域の参画・協力を促進することは、学校運

営の改善につながるとともに、学校の魅力化や特色
づくりにも資するものと考えており、道立高校にお
いてもコミュニティ・スクールの導入などを進めて
います。 

 
○ さらに、地学協働で地域課題を解決し、持続可能な

まちづくりの推進に取り組む「北海道 MA+CH プロ
ジェクト」を通して、地域の担い手となることができ
る人材の育成や、普通科改革や STEAM 教育等、新時
代に対応した高等学校教育の在り方を踏まえた施策
に取り組んでおり、高校の魅力づくりについて更に
検討を進めます。 

 
○ 高校生と大人が一緒に地域課題を解決する地域課  

題探究型の学習体験を通じて、持続可能な地域と学  
校の連携・協働の仕組みを構築する施策の実施に努 
めます。 
 

○ 高校における教育課程の充実を図るため、市町村 
 や地域の関係団体のほか、小学校や中学校など他校 
 種との連携による地域の特性や教育資源を生かした

キャリア教育や、他校種を含めた学校間で相互に教
員を派遣して授業等を行うなどの取組を推進しま
す。 

 
② 地域的な特性を踏まえると、高校の存続は、自治体の存続

と密接につながっており、同時に、義務教育である小・中学
校の存続にもつながると考えています。保護者も含めた地域
住民全体の課題として、教育そのものが地域づくり・地域の
活性化につながるストーリーを首長とともに描き、未来、地
域、人づくりにつなげていく施策が必要と考えます。 

 
 
 
③ 生徒の高校選択に関わるニーズの多様化が進む中で、本人

のキャリアプランが実現できるために、どういった施策を進
めればよいのか、大変難しいと思いました。 

 
 

 
④ 魅力ある高校づくりを進めるため、生徒が主体となって

色々な人を巻き込みながら学習ができる教育課程を編成し
てほしい。その中で世界的に活躍している人から話が聞けた
り、会えたりして学ぶ場が設けられるよう財政的な支援もあ
るとよいと思います。 

 
 

 
 
⑤ 生徒に選ばれる高校づくりを進めるためには、小・中学校

と高校のより一層の連携は重要であることが分かりました。 
 

 
 

 ■ 活力と魅力ある高校づくりの推進 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 

 
【魅力化の推進】 
① 高等学校は義務教育で培ってきたものを更に充実・発展さ

せ、将来を担う人材の育成を図ることが大切と考えます。生
徒の能力・適性や興味・関心を踏まえた学びの実現が求めら
れており、将来のキャリア形成になる機会の確保のため、特
色ある高校づくりが必要だと思います。 

 
 
 

 
○ 生徒の多様な学習ニーズに応じて学校を選択でき

るよう、学校・学科の配置状況等を考慮し、地域の要
望も伺いながら、総合学科や単位制などの多様なタ
イプの高校づくりや地域の特性を生かした魅力ある
高校づくりに努めます。 

 
〇 また、令和２年 12 月の「地域創生に向けた高校魅

力化の手引～高校と地域の連携・協働を進めるため
に～」に続き、令和４年３月には、各高校等における



 

 
 

 
②  高校生のときから、実社会とのつながりが強固でなけれ

ば、学びの必要感を捉えられないと考えます。柔軟な教育課
程や高校生が居住地にかかわらず希望する学びを選ぶこと
のできる環境整備など検討、改善が必要だと考えます。 

 
 
 

魅力化の取組を更に推進するため、取組事例集を作
成しました。 

 
○ 今後とも、学校と地域が連携を深め、情報を共有す

るとともに、協働して地域の人材を育成することが
できるよう、学校の取組を支援します。 

 
〇 地域と学校が連携・協働しながら社会に開かれた

教育課程を実現していくことが重要であり、学校と
いう場を核とした連携・協働の取組を通じて、自立し
た地域社会の基盤の構築・活性化を図る学校を核と
した地域づくりを推進し、まちに活力と魅力を生み
出し、地域創生の実現に努めます。 

 
○ 通学区域や通学可能圏域などの一定の圏域単位 

で、将来的に圏域内の高校が担うべき役割や高校の
魅力化、多様な学習ニーズに応える高校配置の在り
方等について協議を行い、圏域における高校の教育 
機能の維持向上を図ります。 

 
注： 「地域創生に向けた高校魅力化の手引～高校と地

域の連携・協働を進めるために～取組事例集」は次
の URL を参照してください。 
https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/kki/
111270.html 

 

 
③ 生徒の可能性や能力を最大限に伸長するために、各校で特

色化、魅力化を進めているところですが、生徒のニーズに合
わない場合には、敬遠される理由になると思います。生徒の
多様なニーズに対応できる学科の設置、環境づくり、教員の
配置などが望まれると思います。 

 
 
 

 
④ 学校生活を送る高校生自身が魅力発信に力を発揮すると

いう考え方や、「まちづくり」と関連した高校の特色化とい
う考え方が、とても良いと思いました。 

 
 
 

 
【具体的な取組と課題】 
⑤ 子どもたちの自己実現が可能な高校は必要であり、義務教

育段階から将来の職業やキャリアを形成することを保護者
や学校が共通理解することが大切だと感じました。 

それぞれの高校の魅力ある学校づくりがよく分かり、小中
高の連携を一層深めることで、子どもたちの将来の選択肢が
広がると思いました。 

 
 
 
 
 

 
○ 市町村や地域の関係団体のほか、小学校や中学校

など、他校種との連携による地域の特性や教育資源
を生かしたキャリア教育や、他校種を含めた学校間
で相互に教員を派遣して授業を行うなどの取組を推
進します。 

 
○ 「地域創生に向けた高校魅力化の手引～高校と地

域の連携・協働を進めるために～」においては、高校
の魅力化を、生徒や学校、地域の実態を踏まえ、地域
と連携・協働して、社会の変化や生徒の多様な学習ニ
ーズに対応した教育活動を展開することにより、生
徒の自己実現に寄与することができる高校づくりを
推進し、生徒から選ばれる学校になることとしてお
り、こうした学校づくりに向けて、高校の取組を支援
します。 

 
○ 文系・理系といった枠にとらわれず、教科等横断的

な教育である STEAM 教育の推進や、大学や産業界
と連携した、地域に根ざした様々な活動による実践
的な教育活動を推進します。 

  
○ さらに、地学協働で地域課題を解決し、持続可能な

まちづくりの推進に取り組む「北海道 MA+CH プロ
ジェクト」を通して、地域の担い手となることができ
る人材の育成や、普通科改革や STEAM 教育等、新時
代に対応した高等学校教育の在り方を踏まえた施策
に取り組んでおり、高校の魅力づくりについて更に
検討を進めます。 

 
○ 多様な学習ニーズに対応した教育課程の工夫・改

善に努め、地域に根ざした特色ある高校づくりに取
り組むなど、教育環境の充実を図ります。 
 

 
⑥ 各学校は地域に目を向けた取組を行っていますが、学校同

士の差異がなくなっているのかと思います。改めて自校の強
みを確認・検証していくことが大切と感じています。 

例えば、生産・調理・接客などの職業学科を持つ学校が、
「高校生ホテル」といった取組を地元観光協会と連携し実施
するなど、学校と企業が一体となり子どもたちに学ばせるこ
とは、子どもたちにとっても地元にとっても面白いものにな
るのではないかと思います。 

 
 

 
 
⑦ 地域にある高校の特色を生かしながら、今ある高校を今後

も維持してください。 
特に、交通の利便性がよくない地域では、高校の選択肢が

少ない状況です。オンライン等での学びや個別最適化された
学びで少人数でも多様な学びができることからも、現在の体
制を極力維持してください。 

 
 
 



 

 
 

 
【広報・周知】 
⑨ 私立高校では、説明会や広報を精力的に行っており、公立

高校でも、道外からの入学者の確保も含めて、もっと積極的
に広報を展開すべきと考えます。 

 
 
 
 

 
○ 多様なタイプの高校を紹介したパンフレット「わ

たくしの進路」を毎年度作成し、市町村教育委員会や
中学校等へ配布するとともに、高校教育課のホーム
ページに掲載しています。 

 
○ また、多様なタイプの高校の教育内容を紹介した

ビデオについても同じく高校教育課のホームページ
に掲載し、順次内容の更新を行っています。 

   
○ 各高校では、ホームページや学校案内などのパン

フレットの作成・配布のほか、体験入学の機会などを
通じ、小・中学生に対して積極的に情報提供を行って
いきます。 

 
注： 道内公立高等学校のホームページは次の URL   

を参照してください。 
http://www.hokkaido-c.ed.jp/kouritsu/index.html 
 

 
⑩ 情報発信については、各校で工夫されており、生徒の主体

的な活動により、積極的に社会とつながるような取組は、学
びの深化を促進するものと捉えています。 

また、小中一貫を進めている町においては、高校の教員が
小・中学校で一緒に取り組む行事に参加していただくことな
どにより、小学校でも高校との連携を図っていくことができ
ると思いました。 

ぜひ、小学生にも地元の高校の特色を発信できる場が増え
るとよいと思います。 

 
 

 
 
 
⑪ SNS による情報発信は、その情報更新作業が教員への過度

な負担にならないよう配慮すべきだと思います。年配の方
は、市町村の広報をよく御覧になると思いますし、高校生が
小・中学校を訪問して一緒に授業を行うなど、SNS に限ら
ず、情報を伝えたい相手に最適な方法で、高校の魅力を発信
してほしいと思います。 
 

 
 

 

■ 小規模校・地域連携校 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 
 
【教育環境の維持・向上】 
① 子どもたちが地元の高校で学ぶことができ、成長していけ

る高校配置計画になることを望んでいます。 
 

 
 
 
 
 

 
○ 地域の教育機能の維持向上の観点や高校が地域で

果たしている役割等を踏まえ、第１学年１学級の高
校のうち、地理的状況等から再編が困難であり、かつ
地元からの進学率が高い高校を地域連携校とし、北
海道高等学校遠隔授業配信センター（T-base）から
の授業配信や、道立学校間連携などにより、教育環境
の維持向上を図っています。 

 
○ 地域連携校間での遠隔授業や生徒会交流などの遠

隔システム等を活用した取組を行っているほか、コ
ミュニティ・スクールの導入やコンソーシアムの構
築、地域課題探究型の学習活動など、魅力ある高校づ
くりに取り組んでいます。 

 
○ また、教育内容の充実に向けて、第１学年１学級の

高校に対する道単独の教職員の加配を措置していま
す。 

 
○ 高校の小規模校化が進む中、生徒の学習ニーズに 

対応できる高校づくりと、生徒の修学機会の確保や
地域創生の観点に立った教育機能の維持の両面から
高校の在り方を検討していきます。 

 

 
② 不登校、特別な配慮が必要など、多様な生徒が小規模校に

進学していることを考慮し、小規模校であっても専門分野を
探究する授業が多いなどの特色ある高校づくりが大切では
ないかと考えます。 

 
 



 

 
 

 
【遠隔授業等】 
③ どの地域でも、どんな規模でも十分な授業を受けられるよ

うに、規模の大きな高校と小規模校との連携・遠隔授業の実
施を更に推進していく必要があると感じました。 

 
 
 
 
 

 
○ T-base は、 
・子どもたちが、どの地域においても自らの可能性を

最大限伸ばしていくことができる、多様で質の高い
教育を提供するため、大学進学等の希望に対応した
教科・科目を配信し、教育内容の充実を図ること 

・小規模校が、魅力化に取り組むことで、子どもたちが
地元で育ち、地域に愛着と誇りをもってふるさとの
発展に貢献していく意欲を育むこと 

 を目的としています。 
 
○ また、T-baseと地域連携校及び離島の高校を相互

に結び、 
･ 複数の高校へ授業を同時配信し、他校の生徒ととも

に学ぶ合同授業の実施 
･ 大学進学など、同じ目標を持った他校の仲間と切磋

さ

琢
たく

磨した学び 
･ 夏季・冬季・春季休業中の進学講習の受講 
･ 全国の最新情報を踏まえた進路指導の支援 
  を行うなど、教育環境の充実に努めます。 
 
○ 配信教科・科目の拡大や進路指導体制の充実など、

T-baseの配信機能強化を進めるとともに、生徒が多
様な意見や考えに触れながら協働的な活動を行うこ
とができるよう、教科の特性等を踏まえ、複数校に対
して同時に授業配信を行うなど、他校生徒と切磋琢

さ た く
磨

できる環境の整備に努めます。 
 
○ 生徒の理解力に応じた個別支援や授業者と受信側

のサポート教員の連携といった課題の改善のほか、
遠隔授業に関わる教員の指導力向上のための研修な
ど、遠隔授業の充実に向けた取組を進め、その成果の
普及に努めます。 

 
④ どの校種においても、端末を活用しての学習スタイルも定

着しつつあります。遠隔授業等、学校規模や目的のニーズに
合わせた授業がもっとできるような仕組みができるとよい
と思います。 

 
 

 
 
 
 
 
⑤ Ｔ-base の遠隔授業を地域連携校以外でも柔軟に活用でき

る方法を検討していただきたい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ■ 高校配置計画の策定 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 

 
【基本的な考え方】 
① 北海道の財政状況が厳しい中で、現在の学校数、学級数を

維持するのは困難であり、さらに、少子化の進行が避けられ
ないため、大胆な配置計画の見直しが必要な時期に来ている
と感じます。 

 
 
 
 

 
○ 高校配置計画は、高校進学希望者数に見合った定

員を確保するとともに、教育水準の維持向上を図る
観点から、中学校卒業者数や生徒の進路動向、学校規
模、学校・学科の配置状況、欠員の状況などを勘案し、
地域の実情などを考慮しながら策定しています。 

 
○ 中学校卒業者数が減少する中、生徒の実態を踏まえ

た教育課程を編成し、活力ある教育活動を展開する
観点から、再編整備などを含めて高校の配置を検討
していますが、本道は広域で、それぞれの地域事情も
異なることから、都市部と郡部の違いや地域ごとの
特性などを十分考慮した特色ある高校づくりに取り
組むとともに、適切な高校配置に努めます。 

 
○ 配置計画の策定に当たっては、人口減少社会への

対応や地域創生の観点から、地域の教育機能を確保
するための方策などを示す「これからの高校づくり
に関する指針」に基づき、地域ごとの特性や実情、高
校に対する地域の期待も十分踏まえるとともに、小

 
② 全ての学区で欠員が出ていることや今後の中卒者数の推

移から、現在の配置計画では対応しきれないと考えます。 
  全道的な視点で、小規模校や職業高校をどのように残し、

配置していくのかを検討していくことが必要と考えます。 
 

 
 
 
 



 

 
 

 
③ 高校の再編整備や定員調整のために、一定の基準が必要な

ことは理解しています。 
一方で、全道的に中学生の不登校生徒数は増加しており、

少人数で学べる高校は、高校進学を機に再スタートを切ろう
としている生徒にとって、大切な学びの場だと考えます。高
校の配置計画の策定に当たっては、そういったきめ細かな進
学状況の把握も必要だと考えます。 

 
 
 

学校の校長や保護者にも参加いただいている地域別
検討協議会において、地域の方々の御意見を伺うほ
か、地元の検討の場などにおいても道教委の考え方
などを説明し、御意見をいただきながら検討してい
ます。 

 
○ 今後、複数の高校が所在する一定の圏域単位で、関

係する市町村の参画を得ながら、それぞれの高校が
担うべき役割のほか、高校の特色化や魅力化、多様な
学習ニーズに応える配置の在り方などについて検討
し、地域全体での教育環境の充実を図ります。 

 
○ また、これまで子どもの意見の反映について、機会

や場を設けてきてはおりませんが、昨年施行されま
した子ども基本法により、子どもの意見を表明する
機会の確保が法的に位置付けられたことを踏まえ、
今後の高校配置計画の策定プロセスにおいて、どの
ような方法を用いて意見聴取等を行うかについて、
検討していきます。 

 

 
④ 中学生の減少に伴い、配置計画を考えていくことは大変難

しいことだと思います。しかしながら中学生にとっては、人
生初の大きな選択点となることから、引き続き、生徒の様々
な学習ニーズに対応できる適正な高校配置を検討してくだ
さい。 

 
 
 

 
⑤ 生徒にとって、地元に高校があることは大変ありがたいこ

とだと思いますので、今後とも地域の実情を考慮した検討を
お願いします。一方で、生徒の高校へのニーズが多様化して
いるため、生徒の自己実現が図られるよう、配置計画を策定
してください。 

 
 

 
 
 
【再編等（地域の実情等）】 
⑥ 少子化が進む中、公立高校の学級数を削減していくこと

は、ある程度やむを得ないことだと感じています。一方で、
高校が 1 校のみの設置となっている町にとって、高校の廃止
は子どもたちの選択肢が減るという大きな問題になります。 

様々な理由から、生徒数は少なくても地元の高校に通いた
いという生徒がいるので、どうしたら地元の高校が存続して
いけるのか、魅力のある学校づくりが入学者の確保につなが
るのか、多くの知恵を出し合い、協議・検討していくことは
大切なことだと思います。 

 
 
 

 
○ 高校配置の検討に当たっては、広域で地域事情も

異なる本道の特性を踏まえ、高校配置が地域に与え
る影響、高校に対する地域の期待や取組などを含め、
地域の実情を十分考慮する必要があると考えていま
す。 

 
○ 急激な人口減少が進む中、地域の教育機能を維持・

向上させることは極めて重要な課題であり、特に郡
部においては、交通機関の状況や、市町村に一つの高
校しか存在しない場合が多いこと、地理的状況等か
ら再編が困難な場合があることなど、都市部と異な
る状況があり、地域ごとの特性や実情を十分に考慮
する必要があると考えています。 

 
○ こうしたことから、再編については、一律に行うの

ではなく、本道の広域性や地域の実情などを考慮し、
地理的条件から再編が困難な場合などには、地域連
携校として存続を図ることとしています。 

 
○ 今後とも、高校配置計画の策定に当たっては、各年

度の中学校卒業者数の状況も踏まえた上で、都市部
と郡部の違い、学校・学科の特性、生徒の進路動向、
私立高校の配置状況などを勘案するとともに、地域
の方々の御意見を丁寧に伺いながら検討を進めま
す。 

 
○ 通学手段の確保について、生徒の通学状況等を踏

まえ、地域などと連携を図りながら、事業者や関係機
関等に対し、学校の教育活動の実情を踏まえた路線
の開設や増便といった要請を行うなど、通学対策に

 
⑦ 各高校で自治体の協力をもらって様々な取組を実践して

いることが分かりました。高校再編の基準に関わり、都市部
と違い、地方の人口流出は増えるばかりであるため、一律の
基準（２年連続 20 人未満など）ではなく、地方に合わせた
独自の基準が必要になってくると思います。 

 
 
 
 
⑧ 交通機関が撤退していく中、子どもたちが通学できる高校

の選択肢が少なくなってきています。それらを加味した配置
計画が必要と考えます。 
 

 
 
 



 

 
 

 
⑨ 少子化のため学級減や募集停止になることは仕方がない

が、通学環境を整えてあげられるよう、公共交通事業者との
協議を推進していくことが急務であると考えます。 
 

 
 
 

取り組んできたところであり、今後とも、地域などと
協議をするとともに、各関係機関に要請をしてまい
りたいと考えています。 

 

 
【再編等（小規模校の役割）】 
⑩ 中学校時代の「不登校生徒」や日常生活において「困り感」

を抱えている生徒が増加しているため、それらの生徒を受け
入れ、社会で活躍できる基盤づくりが必要であると考えま
す。特に人口減少期に入っている日本において、退学した生
徒などが再チャレンジできる学校づくりを行うことが地域
活性にもつながると考えます。 

 
 
 
 
 

 
○ 小規模校は、きめ細かな指導や地域と連携した取

組など、特色ある教育活動を展開している一方で、教
員数が少ないことから、生徒の多様な学習ニーズに
対応した教育課程の編成や部活動に制約があること
や、生徒同士が切磋琢

さ た く
磨する機会に乏しいといった

課題もあると考えています。 
 
○ こうした中、高校は、生徒や地域の実情などに応じ

て特色ある教育活動を行うなど、地域の教育機能を
確保する上で重要であると考えています。 

 
○ 中学校卒業者数の減少が続く中、高校の教育環境

を整え、生徒の進路実現を図っていくためには、高校
は一定の規模を有することが望ましいと考えていま
すが、再編整備を進めるに当たっては、一律に行うの
ではなく、本道の広域性や地域の実情なども考慮し、
小規模校であっても、地理的条件などから再編が困
難な場合には、地域連携校として存続を図ることと
しています。 

 
○ 令和５年３月に改定した「これからの高校づくり

に関する指針」において、人口減少社会への対応や地
域創生の観点から、地域連携校などについては、５月
１日現在の第１学年の在籍者数が２年連続で 20 人
未満となった場合であっても、高校の特色化・魅力
化、入学者確保に取り組む集中取組期間を設けて再
編整備を留保することとしたところであり、また、地
域連携校等以外の小規模校の再編整備についても、
地域創生の観点を踏まえ、基準を明確化したところ
です。 

○ 道教委としては、遠隔システムによる教育環境の
整備や、市町村教育委員会・地元企業等との連携・協
働による特色ある教育活動などを通して、一層魅力
のある高校となるよう、きめ細かな支援に努めます。 

 
○ 今後とも、将来の本道や地域の発展に寄与するこ

とができる人材の育成に向け、地域の方々の御意見
などを十分伺いながら、適切な高校配置に努めます。 

 
⑪ 生徒募集に当たり、町からの支援及び地学協働体制を確立

し、魅力ある高校教育を広く周知する機会を積極的に行って
います。地元からの進学者数の増加に向け、進学先として選
択されない理由や原因について探求し、その解決策を町教委
と共有して改善することが必要と考えます。 
 

 
 
 
 
 
⑫ 地方の小規模校は地域振興に大きな役割を担っています。

地方の小規模校が、その役割を果たせるよう地域と連携しな
がら方策を考えていくべきと考えます。 
 

 
 
 
 
 
⑬ 小規模校の多くは地域から多大な協力・支援を得て、多様

な特性を持つ生徒を大切に育んでいるのが現状であり、地域
にとって高校の位置付けは大きいと感じています。一方で、
一定の規模を有する高校で学ぶことも必要な要素でもある
ため、地域が疲弊する前に早期の再編を提示していく方向性
も必要ではないかと考えます。 

 
 
 
 
 
 
【私学・高専との関係】 
⑭ 公私バランスと普通科・職業科のバランスを考慮した道教

委の配置計画の方針は、十分に理解できます。 
 

 
 
 

 
○ 高校配置計画の策定に当たっては、地域別検討協

議会で私学関係者からも御意見を伺うとともに、私
立・公立高校関係者と道及び道教委による北海道公
私立高等学校協議会を設置し、中学校卒業者数を踏
まえた公私双方の入学定員の考え方などについて協
議しています。 

 



 

 
 

 
⑮ 現在、公立高校では、色々な取組がされていると思います

が、私立高校も多くの特色を出していると思いますので、興
味を持った生徒が共感して、入学できるような取組を一層推
進してください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 公立高校の配置に当たっては、いわゆる高校標準
法において、私立高校等の配置状況を十分考慮しな
ければならないとされていることから、私学所在学
区ごとに、中学校卒業者数の状況に応じた一定の比
率に基づく定員調整を行っています。 

 
○ 公立高校と私立高校等が協調し、地域における教

育環境の維持向上を図ることが重要と考えており、
今後とも、私立高校等の関係者と十分協議しながら、
適切な定員調整となるよう努めます。 

 
○ 私立高校は独自の建学精神と教育理念に基づき、

特色ある教育活動を展開し、高校教育の充実に大き
な役割を果たしています。公立高校でも引き続き、生
徒の学習ニーズに対応できる高校づくりと、生徒の
修学機会の確保や地域創生の観点に立った教育機能
の維持の両面から高校の在り方を検討してまいりま
す。 

 
 
 
 

 
【学級定員の引き下げ】 
⑯ 大きなクラス集団の中で学習活動や課外活動ができない

生徒が多数存在しているのが現状であることから、そういっ
た生徒のためにも早期に１クラスの定員を現在の 40 名から
30 名程度に下げる必要があると考えます。 
 

 
 
 
 

 
○  学級編制に係る国の定数改善が行われていない状

況から、本道独自の少人数学級の導入は、現段階では
難しいものと考えています。 

 
○ これまでも、１学年１学級の道立高校に対する道

独自加配のほか、国の加配定数を活用した様々な加
配を行っており、今後も、個に応じた指導の充実や新
たな教育課題に対応するための定数措置の拡充につ
いて、国に対し引き続き定数改善を要望していきま
す。 

  
⑰ 専門高校における１学級当たりの定員を 35 名とすること

を検討してください。 
 
 
 
 

 
 
【定時制等】 
⑱ 定時制に入学した生徒の中に、在籍者数が多いことを理由

に退学した生徒がいたことから、生徒にアンケートを取って
みたところ、少人数での指導を受けたいという声が多数あり
ました。 

不登校経験者や多人数の学校・学級になじめない子どもが
通信制を選んでいるという現状もあり、色々な考え方があ
り、学び方もあると思いますが、社会性を育む中で、一定の
集団での活動は、絶対に必要だと思っていますので、定時制
も含め、学習環境が選ばれるように、学校の魅力をしっかり
発信していきたいと思います。 

 
 

 
 
 
 
 

 
○ 定時制課程の在籍者には、これまでの勤労青年だ

けでなく、全日制課程の中途退学者や不登校経験が
ある生徒、外国籍の生徒など様々な入学動機を持つ
生徒がいます。 

 
○ 今後とも、生徒一人一人に寄り添った指導・支援を

行い、生徒の状況に応じて、学校生活への不安を取り
除き、再び学びに向き合えるよう取組を進めるとと
もに、多様な学習ニーズに応じてより一層きめ細か
く対応していくことができるよう検討を進めます。 



 

 
 

■ 職業学科の充実 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 

 
【職業学科の配置の在り方】 
① 農業、医療、物流、介護、建設、経済などの様々な仕事は、

どれもテクノロジーが支え、変化していく時代であると思い
ますので、最新技術を身に付け、将来のあらゆることに役立
つよう、高校時代から学ぶことができる工業高校を、中卒者
の減を理由に再編することは、将来の北海道の発展を損なう
選択をしているのではないでしょうか。 
 
 

 
○ 職業学科においては、専門分野の基礎的・基本的な

知識・技能をはじめ、より実践的な技術を習得させる
とともに、大学や研究機関、地元企業などと連携し、
商品開発やものづくりに取り組むなど、実践的な教
育活動を通して本道の産業を支える人材を育成して
います。 

 
○ 生徒の多様な学習ニーズに対応するとともに、地

域産業との関わりなど、地域の特性を生かした魅力
ある高校づくりを進め、本道の持続的な発展に寄与
する人材を育成できるよう、地域の御意見も伺いな
がら、社会の変化に対応した学科構成等について検
討します。 

 
② 職業高校は、中堅技術者育成や今後の社会基盤確立などの

ためにも、地域産業を鑑みながら一定数の大学科、小学科を
各地に配置し維持することが必要だと考えます。 

  
 
 
③ 経済界としては、全ての業界において、地域の労働力が不

足しており、深刻な問題となっているため、高校では人間力
を向上させ、卒業して地域を離れても、引き続き、地域の姿
や企業の努力を情報発信し、地域の魅力を伝えることで、就
職は地域を選択するような人間形成を行ってください。 

 
 

 

■ 高校配置計画の策定  □ 学区ごとの状況 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 

 
【空知南】 
① 岩見沢東高校と岩見沢西高校は来年度から新設校として

開校することになっており、南空知の地域でとても注目を集
めています。普通科高校の統合は、今後も道内で続いていく
と思っており、この統合が上手くいき、先進事例として道内
に普及するよう、大変期待をしています。 

 
 
 
 
 
 
 

 
○ 今後とも、高校に対する期待や要望を伺いながら、

多様で柔軟な教育課程を編成し、生徒の学習ニーズ
に対応できる魅力ある高校づくりに努めます。 

 
○ 通学区域や通学可能圏域などの一定の圏域単位

で、将来的に圏域内の高校が担うべき役割や高校の
魅力化、多様な学習ニーズに応える高校配置の在り
方等について協議を行い、圏域における高校の教育 
機能の維持向上を図ります。 

 
【空知北】 
② 深川東高校は来年度から、学級減により農業科１学級の募

集となります。市としては、市外へ流出することを鑑みても、
多様な生徒のニーズに対応するためには、３学級規模の深川
西高校と、１学級規模の深川東高校が、深川市には必要と考
えています。 

 
 

 
 
 
 
 

 
○ 広域分散型の本道においては、少子化に伴う中学

校卒業者数の減少により、高校の小規模化の加速が
避けられない状況にあることから、地域の皆様と一
体となって子どもたちを育む取組を推進し、地域の
教育機能の維持向上を図ることが重要と考えており
ます。 

 
○  深川市内の高校の在り方については、今後の中学

校卒業者数の状況等を踏まえ検討する必要があると
考えておりますが、引き続き、地域の皆様の御意見を
伺いながら、地域の子どもたちの進学先が失われる
ことのないよう、適切な高校配置に努めます。 



 

 
 

 
【石狩】 
③ 石狩南高校の校長から、ウクライナからの転入者生徒が、

現在、進学に向けてあらゆる選択肢を探っていると聞き、大
変感銘を受けました。石狩管内では、江別市を中心に外国か
らの労働者が非常に多くなっており、中には子どもたちも一
緒に住んでいると聞いています。女子生徒が教育を受けるこ
とに制限のある国もあるため、公平に教育を受ける環境があ
る日本に、ずっと住んで教育を受けたいという思いの生徒が
いるとも聞いています。 

今後は、そういった外国の子どもたちも受け入れることを
検討すべきと考えます。 

 
 
 
 
 
 

 
○ 高校配置計画の策定に当たっては、高校進学希望

者数に見合った定員を確保することを基本として、
中学校卒業者数の状況など勘案して検討しており、
今後も、高校が地域で果たしている役割など、それぞ
れの地域ごとの実情等を十分考慮するとともに、地
域の方々の御意見を伺いながら、適切な高校配置と
なるよう努めます。 

 
○ また、外国籍を持つ子どもの受け入れについては、

日本語指導をはじめ、特別な指導が必要になること
から、受け入れ体制の整備など共生に向けた取組の
検討が必要と考えています。 

 
【後志】 
④ 令和９年度までは、小樽市内高校の間口減は行わない、そ

の後の定員調整の検討には、中卒者数、欠員の状況、学校・
学科の配置状況などを考慮するということでしたが、令和６
年度から９年度までに小樽市内の中卒者数が約 50 人減少
し、これまでの中卒者数の減少も考慮すると、再編を含めた
定員調整の検討が必要と考えます。 

 
 
 
 
 
 

 
○ 後志学区については、令和 10 年度及び令和 12 年

度の大幅な中卒者数の減少を踏まえ、欠員の状況、学
校・学科の配置状況等を考慮し、小樽市内における定
員調整の検討が必要と考えています。  

 
 

 
【胆振西】 
⑤ 胆振西学区は、公立も私立も欠員が生じている状況ですの

で、再編などの検討が必要と考えます。また、令和７年度か
ら13年度までに236人の中卒者減が予想され、計画案におい
ても、２から３学級に相当する中卒者の減と示していますの
で、今後の再編についての考え方を示すべきと考えます。 
 

 
 
 
 
 

 
○ 胆振西学区の定員調整については、生徒の進路動

向等を鑑みて、次年度の伊達開来高校の募集学級を
５学級として決定しました。 

 
○ また、令和 10 年度以降についても、登別市と室蘭

市で大幅な中卒者減が見込まれる令和 11 年度の定
員調整に向けて、最も学校・学級数が多い室蘭市を中
心に周辺市町を含めた圏域での再編整備や定員調整
など、公立高校全体の配置の在り方の検討が必要と
考えています。 

 

 
【胆振東】 
⑥ スクール・ミッションなども、企業の経営理念のように、

より単純化して、分かりやすくするとよいと思います。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 各高等学校における教育活動の特色・魅力を明確

にするために、スクール・ミッションを策定してお
り、存在意義や教育理念、育成すべき人物像や期待さ
れる社会的役割を踏まえて特色・魅力ある教育を目
指します。 

  
 
注： 道内公立高等学校のスクール・ミッションは次の

URL を参照してください。 
https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/kki/
76777.html 

 



 

 
 

 
【日高】 
⑦ 産業界としては、少子化の影響で、専門学校を含めて、上

級の学校に進学したいという子どもが増加しており、就職希
望者が減っているような傾向があると考えています。業界で
も、地域の企業の魅力や、福利厚生などについて、積極的に
発信する必要があると感じました。 

高校までは、地域で育てるということが大事だと思います
から、地元の産業界も魅力を刷新していくので、ぜひ高校の
指導の中で、就職を希望する生徒に対し、地元に残るような
指導をお願いします。 
 
 

 

 
○ 今後とも、高校に対する期待や要望を伺いながら、

多様で柔軟な教育課程を編成し、生徒の学習ニーズ
に対応できる魅力ある高校づくりに努めます。 

 
○ また、生徒の興味・関心や地域の実情を踏まえた学 

校設定教科・科目の開設やコンソーシアムの構築な
ど、普通科の特色化・魅力化に取り組みます。 

 
○ 地域を支える職業人の育成に向けて、産業界と高

等学校が一体となった社会に開かれた教育課程の推
進に向けて取り組みます。  

 
 

 
【渡島】 
⑧ 森高校について、令和７年度から地域連携校として存続

を実現していきたいと思っていますが、学校の置かれてい
る状況としては、今後、新幹線の延伸により森駅なども影
響があると考えており、さらに、地域のバスも路線が減少
していくことが懸念される状況です。 

こういった状況なども、圏域協議の場で話し合い、その
結果が次の配置計画に反映されていくものなのかをお尋ね
します。 
 
 
 
 

 

 
○ 生徒の通学手段の把握について、各高校と生徒の

通学状況を共有するとともに、各振興局担当部署と
連携し、公共交通機関の減便や路線廃止などの状況
の早期把握に努めております。 

 
○ 今後、公共交通機関の減便や路線廃止などにより、

生徒の通学や教育活動への支障が懸念される場合、
高等学校と連携し、生徒の通学実態に応じた運行事
業者への要請や、地域との協議など、生徒の通学手段
の確保に向けた対応が必要と考えております。 

 
〇 圏域協議では、通学困難地域や生徒の通学手段の状

況などついても情報共有するとともに、協議結果を高
校配置計画に反映していきます。 

 
 
【檜山】 
⑨ 檜山学区の生徒は、地元の小規模校しか選択肢のない状況

です。入学者数が減少しても、地域の生徒のために現在の間
口を維持してください。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 本道は広域で、多様な地域から形成され、それぞれ

の地域事情も大きく異なっており、都市部と郡部の
高校では、学校・学科の配置状況、通学事情、地域と
の関わりなどの面で相違があると認識しています。 

 
○ 檜山学区に限らず、郡部では、自治体に一つの  

高校しか存在しない場合が多いこと、地理的状況等
から再編が困難である場合があることなど、都市部
と異なる状況があり、また、人口減少が及ぼす影響度
合いも異なることから、これら都市部と郡部の相違
など、地域の実情を十分考慮しながら、適切な高校  
配置に努めてまいります。 

 

 
【上川南】 
⑩ 富良野高校と富良野緑峰高校が令和７年度に統合する

が、地域とどのように関わって、その地域に対する愛着を
どのように考えてもらえるかが大切と感じています。 

子どもたちにとって何が魅力になるのか、何を学校に求
めているのかを模索しながら、今後、魅力づくりに努めて
いきたいと思っています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 生徒の興味・関心や地域の実情を踏まえた学校設 

定教科・科目の開設やコンソーシアムの構築など、特
色化・魅力化に取り組みます。 

 



 

 
 

 
【上川北】 
⑪ 各市町村は、高校と一体となって子どもたちを育むため、

端末の貸与、ICT 教材導入の費用負担、公設塾の設置等の取
組を行っています。こうした高校と地域の取組により結果を
出すことが高校の魅力化につながると考えます。 
 

 

 
○ 地域と学校の連携・協働をより一層推進するため、

コミュニティ・スクールの導入や市町村、小・中学校、
地元企業、大学等の専門機関で構成するコンソーシ
アムの整備、地域住民や学校との連絡調整を行う地
域コーディネーターの配置の推進や学校において地
域連携を担当する教職員の明確化など、社会に開か
れた教育課程の実現に向け、学校や地域の実情に応
じた推進体制の構築に努めます。 

 

 
【留萌】 
⑫ 留萌高校の普通科が、今年度、第２次募集後に４学級から

３学級に学級減となったが、進学希望者数の状況や市から留
萌高校生への財政支援状況などを勘案し、次年度も４学級の
維持をお願いしたい。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
○ 入学者選抜の結果、第２次募集後の入学者に１学 

級相当以上の欠員が生じたことにより、学級減を行
った高校の次年度の募集学級数について、中卒者数
の状況や生徒の進路動向等を精査し、決定すること
としています。 
 

○ 留萌高校については、進路動向調査の結果、留萌 
市及び周辺町村からの次年度の進学者増加が見込ま
れたことなどを考慮し、普通科を１学級増とし、４学
級で募集することとしました。 

 
【宗谷】 
⑬ 宗谷管内の医療のことを考えたとき、まちづくりの観点か

らも稚内高校の看護科は必要と考えます。中卒者数は減少し
ているが、その減少数のみをもって存続・廃止の判断が行わ
れないことを願います。 

 
 
 

 
 
 
 

 
○ 稚内高校の看護科については、本道の安心な暮ら

しを支える医療分野での人材確保の観点から重要な
学科と認識しています。 

 
○ しかしながら、中卒者数の減少が引き続く中、活力 

ある教育活動を展開していく観点から、再編整備は
やむを得ない面もありますが、一律の学校規模の維
持を目指すものではなく、地域の実情や生徒の進路
動向、全道的な学科の設置状況などを総合的に考慮
しながら、高校の在り方を検討していきます。 

 

 
【オホーツク中】 
⑭ 中卒者数の減少により、高校の学級減を行うことは理解

できます。留辺蘂高校の募集停止が決定したばかりの北見
市で、入学者選抜で定員を超えた出願のある北見商業高校
で学級減を行うことが疑問です。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
○ オホーツク中学区の北見市では、令和６年度から

令和９年度にかけて90人程度の中学校卒業者数の減
少が見込まれること、市内の工業科・商業科といった
職業学科全体で欠員が継続している状況、これまで
の定員調整の経過、地域の方々の御意見などを総合
的に判断し、北見商業高校の学級減を示しました。 

 
○ 今後とも、高校に対する期待や要望を伺いながら、

多様で柔軟な教育課程を編成し、生徒の学習ニーズ
に対応できる魅力ある高校づくりに努めます。 

 



 

 
 

 
【オホーツク東】 
⑮ 地域に必要とされ、求められている小規模校が多数存在し

ています。少人数学級の見直しや、教育の魅力化のための教
員配置の検討など、教育の早急な見直しが図られるべきと考
えます。 
 
 

 
 
 
 
 

 
○ 教職員を現行の基準以上に配置するためには、国 

の定数改善が必要と考えており、多様な教育を展開
するための定数措置の拡充について、今後とも、国に
対して要望していきます。 

 
 
 

 
【オホーツク西】 
⑯ 小・中学生や保護者、地域の意見・ニーズを踏まえて、高

校の在り方を検討していくことが必要だと思います。本校は
オブザーバーで学校運営協議会に生徒会長もメンバーとし
て入っています。 
  
 
 
 
 

 

 
○ 配置計画の策定に当たっては、引き続き通学区域

ごとに地域別検討協議会を開催し、高校の魅力化に
ついても協議するなど 幅広く丁寧に御意見を伺い 
ます。 

 
○ また、これまで子どもの意見の反映について、機会

や場を設けてきてはおりませんが、昨年施行されま
した子ども基本法により、子どもの意見を表明する
機会の確保が法的に位置付けられたことを踏まえ、
今後の高校配置計画の策定プロセスにおいて、どの
ような方法を用いて意見聴取等を行うかについて、
検討してまいります。 

  
 

 
【十勝】 

⑰ 現在、広尾高校の募集学級数は１学級となっていますが、
来年度は、町内の中学校卒業者数が増加することに加え、広
尾高校への進学希望者が増加見込みであることから、募集学
級数の増を検討願います。 

  今後も地域の現状を理解していただき、広尾高校の存続に
向け、御尽力をいただけるよう、お願いします。 

 
 

 
○ 広尾町には、広尾高校以外への通学が困難な地域

があり、地域の子ども達の進学先が失われることは
避ける必要があると考えております。 

 
○ 広尾高校について、次年度の町内中卒者数が 20 名

程度増加することが見込まれており、進路動向調査
の結果、進学者の増加も見込まれたことから、１学級
増とし、２学級で募集することとしました。 

 
○ なお、１学級となった場合も、地理的状況から他校

への通学が困難であり、地元からの進学率が高い高
校については、地域連携校として存続を図ります。 

 
 

 
【釧路】 

⑱ 都市部の再編が進むのは仕方がないと思いますが、道東は
町村ごとの距離が離れており、地元に高校がなくなれば通信
制の高校しか選択できなくなる生徒もいると思いますので、
学級定員の見直しを検討してください。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
○  高校配置計画の策定に当たっては、高校進学希望

者数に見合った定員を確保することを基本として、
中学校卒業者数の状況のほか、都市部と郡部の違い
や学校・学科の配置状況などを勘案して検討してお
り、今後も、高校が地域で果たしている役割など、そ
れぞれの地域ごとの実情等を十分考慮するととも
に、地域の方々の御意見を伺いながら、適正な高校配
置となるよう努めます。 

 
〇 学級定員の見直しについては、学級編制に係る国

の定数改善が行われていない状況から、本道独自の
少人数学級の導入は、現段階では難しいものと考え
ています。 

 



 

 
 

 
【根室】 

⑲ 2 年連続して在籍者数が 20 人未満だと高校の再編統合の
対象になるという基準を見直すべきと考えます。生徒たち
は、生き生きと学校生活を送っていますので、在籍者数が 15
人未満などの基準に変更できないか検討ください。 
 

 
 
 
 
 

 

 
○ 高等学校において、生徒一人一人がその可能性や

能力を最大限に伸ばしていくためには、互いに学び
合い、切磋琢

さ た く
磨できる環境が大切であり、小規模化が

進んだ場合は、再編整備について検討することが必
要と考えております。 

 
○ 一方、地域創生における高校の役割なども踏まえ、

一律に再編整備を進めるのではなく、地域連携校の
ほか農業、水産、看護、福祉に関する学科を置く高校
については、在籍者が 20 人未満となった場合であっ
ても一定の期間、再編整備を留保し、道教委が地域と
一体となって特色化や魅力化に取り組み入学者確保
を図ることとしており、小規模校においても教育環
境の充実を図り、地域とつながる活力と魅力のある
高校づくりを進める考えです。 

 
 

 

 ■ その他 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 

 
【地域への説明等】  
① 地元の高校が廃校となることで、生まれ育った地域の担い

手として期待できる人数も減っていくと考えています。 
今後の再編等において、地域との連携や丁寧な説明をして

いただきたいと思います。 
 

 
 
 
 

 

 
○ 高校配置計画の策定に当たっては、通学区域ごと

に計画案の策定前と策定後の２回にわたり、地域別
検討協議会を開催しています。 

 
○ 地域別検討協議会では、地域の様々な立場の方か

ら御意見を伺うことや、保護者や学校関係者に早い
段階から高校の配置について理解いただくことが重
要であると考え、小学校の校長、ＰＴＡや経済団体関
係者にも参加いただいています。 

 
○ 今後とも、地域から要望があった場合などは、地元

主催の説明会にも出席して、より多くの方々から地
域ごとの課題や高校配置計画に関して御意見を伺う
などし、地域の実情等を十分考慮しながら、適切な高
校配置となるよう努めます。 

 

 
② 小規模校が設置されている市町村における高校の役割や

必要性について、地域の声を丁寧に聴き取り、高校の在り方
を検討してください。 
 

 
 
 
 
 
 
【地域別検討協議会】 
③ オンラインでの会議はとても有効だと感じました。質問や

意見等を求める場合は、事前に集約しておいてもよいのでは
ないかと思いました。  

 
 
 
 

 
○ オンライン会議の普及や第１回協議会時のアンケ

ート結果も踏まえ、今年度についても Zoom を活用
した開催としました。 

 
○ 配付資料は Web ページ上での掲載とし、御意見に

ついては、電子申請システムを活用し、取りまとめま
した。 

 
○ 今後も開催日時や場所の見直しのほか、運営方法

や資料内容などについて、いただいた御意見なども
参考にしながら、地域別検討協議会の工夫・改善に努
めます。 

 

 
④ 夏休みが開始してすぐの時期は、学校内において会議もな

いため、開催時期としては、参加しやすく助かります。 
 

 
 
 



 

 
 

 
【圏域協議】 
⑤ 広域分散型の道内においては、少子化に伴う中卒者数の

減少により高校の小規模化は避けられない状況ですが、圏
域内の各高校が担う役割に配慮した計画が必要かと思いま
す。 
 
 
 
 

 
〇 今後の高校配置について、中卒者数の減による高

校の小規模化により、高校に設置できる学科や選択
科目、部活動などが限られ、生徒の多様なニーズに
対応することが困難になりつつあるという課題があ
ります。 

 
〇 道教委としては、こうした課題に対応するため、

これまでの再編整備による学校規模の確保に加え、
一定の圏内における複数の高校で各機能や役割を分
担し生徒の多様なニーズに対応する高校配置を検討
する必要があると考え、昨年３月に改定した「これ
からの高校づくりに関する指針」において、通学可
能圏域等を構成する市町村とともに地域の高校の在
り方を検討する仕組みを作ることが必要と考え、圏
域協議の仕組みを新たに示しました。 

 
〇 圏域協議は、将来的に大幅な中卒者数の減が見込

まれるなど学区内で再編統合など配置の在り方に係
る検討が必要な場合に地域の代表者である首長や教
育長等の参画を得て開催するものと考えており、協
議結果を高校配置計画に反映していきます。 

 

 
⑥ 全ての学校をこのまま存続させるのは不可能であり、長

期的には、自治体の存続も考えねばならないことが懸念さ
れます。地域という考え方を市町村単位ではなく、胆振や
日高、あるいは北海道といった広域で考える必要があると
思います。例えば日高管内全域を一つの町と考えれば、そ
の中で一つの学校を存続させるといったことが可能なので
はないでしょうか。 
 

 
 
 
 
 
 

 


